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設計最適化プロセスを支援するツール ARKADIA-Design を開発している。本報では、プラント状態分析のた

めの解析評価や設計最適化プロセスの実行において、必要な情報を取得し、かつ、結果を新たな知識として

格納するための知識マネジメントシステムとの連携機能の全体構成と整備状況について報告する。 
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1. 緒言 ARKADIA の一部として、設計基準事

象までの範囲で、概念設計段階を中心に、炉心

及び炉構造分野での設計検討、並びに保守・保

全分野での点検工程策定に係る最適化を支援す

る「ARKADIA-Design」を整備している[1]。その

一環として、VLS（シミュレータ）での解析に必

要な情報を、EAS（評価支援・応用システム）と

連携して、KMS（知識マネジメントシステム）

[2]から取得し、解析結果を経験知として KMS に

格納する、KMS と VLS との連携（KMS-VLS 連

携）機能を整備する。 

2. KMS-VLS連携機能 KMS-VLS 連携には、多

様な機能要求が想定できるが、まずは、原子炉

容器内の多次元熱流動解析評価手法整備[3]とし

て実施しているナトリウム試験装置（PLANDTL 

-2[4]）を対象とした試験解析の実施過程を例題とした。図 1 に KMS-VLS 連携の全体構成を示す。解析条件

を入力として、KMS 内のデータベース（DB）群から必要な情報・知識（ナレッジ群）を収集し、EAS にて各

解析コードの入力データを作成して、VLS で解析を実行する。解析結果は、EAS での妥当性判断を含め、新

たな経験知として DB に格納される。解析毎に経験を蓄積し、KMS は自己発展する。このナレッジ群との連

携機能の整備により、必要な解析を自動実行することが可能となる。 

3. 整備項目 図 1 に示した以下の整備を進めている。A）KMS-VLS 連携機能：VLS との連携及び KMS 内の

ナレッジ群を扱うインターフェース（各過程でナレッジ群を抽出・格納するプログラム、ナレッジ群の可視

化ソフトウェア等を含む）、B）施設・試験 DB：解析対象となる施設等の仕様や妥当性確認試験データ等を含

む DB（装置形状情報の整理に CAD を活用）、C）解析モデル DB：各種相関式（CSV 形式、JSON 形式にま

とめる）及び各種物性値（ライブラリ形式にて各解析コードで共通利用）を格納した DB、D）解析 DB：既

往の解析結果（解析条件を含む）を経験知として格納する DB、E）「入力データトレイン」：解析条件に合致

する入力データの生成に必要なナレッジ群が配置されたデータファイル（解析 DB に格納）。 

4. 結言 KMS-VLS 連携機能の全体構成を具体化し、個々の DB 等の整備を進めている。DB 群の自動連携機

能の整備を進めるとともに、単独解析の他、設計最適化プロセス等への適用に向けた機能拡張を行っていく。 
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図１ KMS-VLS 連携の全体構成 
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